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昭
和
六
十
二
年
三
月
十
九
日
提
出 

質

問

第

一

九

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
内
紛
に
よ
る
（
株
）
山
源
水
産
の
仏
国
国
家
賠
償
問
題
な
ど
に
関
す
る
質
問
主 

意
書 昭

和
六
十
二
年
三
月
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

原 
 

健 
三 

郎 

殿 

提 

出 

者 
 

浜 

西 

鉄 

雄 

 

一 

 



 

昨
年
十
月
二
十
九
日
、
衆
議
院
商
工
委
員
会
で
質
問
し
た
マ
グ
ロ
漁
船
ト
ン
ネ
ル
輸
出
問
題
に
関
連
し
て
、
以

下
の
事
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
関
係
す
る
日
仏
合
弁
会
社
ポ
リ
ペ
ッ
シ
ュ
の
設
立
経
緯
並
び
に

質
問
内
容
中
に
あ
る
「
山
源
水
産
株
式
会
社
」
な
ど
三
社
を
（
注
１
）
山
源
水
産
株
式
会
社
（
注
２
）
ア
ル
マ
ト

ン
社
（
注
３
）
オ
セ
ア
ニ
ヤ
社
（
注
４
）
仏
人
ロ
ー
ラ
ン
氏
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
加
え
て
お
き
ま
す
。 

仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
（
以
下
「
Ｎ
・
Ｃ
」
と
い
う
。）
の
ヌ
メ
ア
市
に
本
部
を
お
く
南
太
平
洋
委
員
会
（
オ
セ
ア

ニ
ヤ
の
海
洋
資
源
開
発
を
共
同
目
的
に
す
る
。
）
が
、
海
洋
資
源
開
発
会
議
を
昭
和
五
十
四
年
九
月
十
六
日
か
ら
約

一
週
間
開
催
。
そ
の
時
、
Ｎ
・
Ｃ
水
産
局
並
び
に
同
チ
オ
市
市
長
ギ
ャ
リ
オ
氏
か
ら
、
ニ
ッ
ケ
ル
産
業
不
振
に
よ

り
生
じ
た
失
業
者
雇
用
救
済
並
び
に
Ｎ
・
Ｃ
水
産
業
発
展
を
目
的
に
、
Ｎ
・
Ｃ
の
沿
岸
・
遠
洋
漁
業
の
技
術
指
導 

に
関
し
、
岸
和
田
市
作
才
町
・
蘇
来
正
氏
が
要
請
を
受
け
、
同
氏
も
現
地
人
を
は
じ
め
、
多
く
の
日
系
三
・
四
世

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
内
紛
に
よ
る
（
株
）
山
源
水
産
の
仏
国
国
家
賠
償
問
題
な
ど
に
関
す
る
質
問
主 

意
書 

三 

 



 

の
雇
用
対
策
に
貢
献
、
加
え
て
我
が
国
遠
洋
漁
業
と
水
産
資
源
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
協
力
を
約

し
た
。
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
、
日
仏
合
弁
会
社
ポ
リ
ペ
ッ
シ
ュ
（
代
表
取
締
役
セ
ル
ベ
氏
。
以
下
「
合

弁
会
社
」
と
い
う
。
）
を
設
立
、
登
記
完
了
、
資
本
金
千
万
フ
ラ
ン
（
仏
五
一
％
、
山
源
水
産
株
式
会
社
（
以
下
「
山

源
」
と
い
う
。
）
四
九
％
）
。 

一 

オ
セ
ア
ニ
ヤ
社
の
漁
船
不
法
輸
出
に
つ
い
て
は
、
六
十
一
年
九
月
二
十
三
日
、
同
二
十
六
日
と
十
月
三
十
日

の
毎
日
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
が
、
外
為
法
・
輸
出
管
理
令
違
反
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
処
分
も
検
討
（
六
十
一

年
十
月
二
十
九
日
衆
院
商
工
委
で
の
質
問
に
対
し
て
）
す
る
と
の
各
省
庁
の
言
明
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
検
討
結

果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

オ
セ
ア
ニ
ヤ
社
が
、
現
在
も
Ｎ
・
Ｃ
で
外
国
投
資
の
認
可
も
受
け
ず
に
マ
グ
ロ
漁
業
を
操
業
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
大
蔵
・
通
産
・
運
輸
各
省
と
水
産
庁
に
無
届
け
で
あ
る
。
こ
の
点
、
調
査
の
上
処
置
す
べ
き 

と
思
う
が
ど
う
か
。 

四 

 



 

三 

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
十
八
日
、
Ｎ
・
Ｃ
州
議
会
選
挙
で
独
立
派
の
敗
退
後
、
紛
争
が
発
生
。
独
立
派
の
本

拠
地
チ
オ
市
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
年
一
月
十
一
日
、
独
立
派
の
ナ
ン
バ
ー
２
の
殺
害
を
機
に
、
チ
オ
市
に
停

泊
中
の
山
源
所
有
の
漁
船
六
隻
が
同
年
一
月
十
六
日
の
間
に
爆
沈
さ
れ
た
。
同
年
一
月
二
十
日
頃
ミ
ッ
テ
ラ
ン

大
統
領
が
現
地
に
赴
き
被
害
の
国
家
賠
償
を
表
明
。
昭
和
六
十
一
年
七
月
十
七
日
、
仏
本
国
は
内
戦
に
よ
る
人

的
・
物
的
損
害
に
対
す
る
国
家
賠
償
を
す
る
法
令
を
制
定
。
日
本
外
務
省
に
お
い
て
も
山
源
の
被
害
を
確
認
。 

同
時
に
、
違
法
操
業
を
知
り
な
が
ら
、
同
社
に
か
か
わ
る
住
友
銀
行
岸
和
田
支
店
（
大
阪
府
）
、
商
社
で
あ
る

（
株
）
東
食
（
東
京
・
築
地
）
に
対
し
、
法
規
に
照
ら
し
合
わ
せ
の
上
、
処
置
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

山
源
は
総
額
二
億
四
千
七
百
万
円
の
被
害
請
求
を
同
年
九
月
十
七
日
、
Ｎ
・
Ｃ
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
高
等
弁
務

局
（
高
等
弁
務
官
ジ
ャ
ン
・
モ
ン
プ
ザ
氏
）
宛
に
提
出
し
た
。
同
年
十
月
二
十
四
日
、
Ｎ
・
Ｃ
経
済
局
長
名
で
請

求
書
の
受
理
、
法
令
に
従
い
調
査
を
は
じ
め
る
、
と
の
文
書
を
山
源
が
受
け
取
る
。
現
在
ど
の
よ
う
に
な
つ
て 

い
る
の
か
。
ま
た
、
補
償
の
時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。 

五 

 



 

 

（
注
１
） 

山
源
水
産
株
式
会
社 

四 
オ
セ
ア
ニ
ヤ
社
の
船
員
二
十
名
が
、
五
十
八
年
九
月
二
十
九
日
、
外
国
労
働
者
と
し
て
出
国
、
合
弁
会
社
の

業
務
に
就
労
し
た
が
、
こ
の
場
合
、
社
会
保
険
の
加
入
資
格
を
取
得
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
府
貝

塚
社
会
保
険
事
務
所
に
偽
つ
て
保
険
資
格
を
得
た
。
調
査
の
上
、
こ
の
よ
う
な
違
反
行
為
を
厳
重
に
処
分
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

五 

問
題
の
ト
ン
ネ
ル
輸
出
に
際
し
て
の
手
続
き
上
の
書
類
作
成
な
ど
、
一
切
を
ロ
ー
ラ
ン
氏
（
仏
人
・
東
京
在

住
の
ニ
ッ
ケ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
が
行
つ
た
。
（
そ
の
他
、
彼
の
罪
状
は
、
（
注
４
）
を
参
照
の
こ
と
。
） 

年
三
月
、
大
蔵
省
か
ら
外
国
投
資
の
許
可
を
得
る
。
山
源
は
仏
領
沿
岸
、
遠
洋
の
高
級
魚
の
漁
獲
並
び
に
技
術

右
質
問
す
る
。 

山
源
は
五
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
設
立
、
資
本
金
千
万
円
（
現
在
四
千
万
円
）
、
代
表
取
締
役
蘇
来
正
氏
。
翌 

こ
の
よ
う
な
不
良
外
人
は
厳
重
に
処
分
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

六 

 



 

 

（
注
２
） 

ア
ル
マ
ト
ン
社 

を
罷
免
さ
れ
た
。 

ア
ル
マ
ト
ン
社
は
五
十
八
年
五
月
一
日
設
立
、
本
社
Ｎ
・
Ｃ
ヌ
メ
ア
市
。
山
源
の
取
締
役
経
理
部
長
田
中
傭
喜

氏
ら
が
セ
ル
ベ
社
長
、
ロ
ー
ラ
ン
氏
（
仏
人
・
東
京
在
住
の
ニ
ッ
ケ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
）
と
結
託
し
て
つ
く
り
、

代
取
は
セ
ル
ベ
氏
で
、
同
社
設
立
に
際
し
、
ロ
ー
ラ
ン
氏
が
山
源
代
取
蘇
来
正
氏
の
委
任
状
を
偽
造
し
て
関
係

書
類
に
添
付
。
し
か
も
同
社
の
目
的
に
反
し
て
操
業
を
行
い
、
漁
獲
物
を
売
却
、
山
源
と
合
弁
会
社
に
著
し
い

損
害
を
与
え
た
。
セ
ル
ベ
氏
は
合
弁
会
社
に
対
す
る
背
信
行
為
の
結
果
、
五
十
九
年
八
月
、
合
弁
会
社
の
代
表 

合
弁
会
社
の
代
表
取
締
役
は
当
然
ギ
ャ
リ
オ
氏
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
、
退
役
軍
人
セ
ル
ベ
氏
の

策
動
で
同
氏
が
任
に
つ
い
た
。
以
後
、
ギ
ャ
リ
オ
、
セ
ル
ベ
両
氏
の
主
導
権
争
い
で
業
務
は
当
初
か
ら
ほ
と
ん

ど
不
能
と
な
り
、
山
源
は
甚
大
な
損
害
を
被
つ
た
が
、
セ
ル
ベ
氏
は
逆
に
そ
の
責
任
を
山
源
に
転
嫁
し
た
。 

指
導
、
更
に
漁
場
開
発
を
主
た
る
目
的
に
し
て
漁
獲
物
の
販
売
権
を
取
得
―
合
弁
会
社
と
の
間
で
契
約
締
結
。 

七 

 



 

 

（
注
４
） 

仏
人
ロ
ー
ラ
ン
氏 

 

（
注
３
） 

オ
セ
ア
ニ
ヤ
社 

五
十
八
年
十
月
設
立
、
本
社
大
阪
府
岸
和
田
市
、
代
取
田
中
傭
喜
氏
。
田
中
氏
は
山
源
の
取

締

役

で

あ

る

以

上
、
オ
セ
ア
ニ
ヤ
社
設
立
に
際
し
て
必
要
な
商
法
第
二
百
四
十
五
条
の
営
業
権
譲
渡
手
続
き
（
山
源
の
株
主
総

会
決
議
）
を
得
ず
、
ま
た
、
同
法
第
二
百
六
十
四
条
の
自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に
会
社
営
業
に
属
す
る
取
引

き
の
場
合
、
取
締
役
会
の
承
認
（
い
わ
ゆ
る
競
業
避
止
義
務
）
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
も
無
視
し

て
同
社
を
設
立
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
山
源
の
権
益
を
侵
す
背
任
行
為
で
あ
る
（
合
弁
会
社
は
遂
に
破
産
に
追

い
込
ま
れ
る
）。
更
に
同
社
は
水
産
庁
・
通

産

省

な

ど
に
無
届
け
で
操
業
し
、
六
十
一
年
十
月
二

十

九

日

、

漁

船
の
ト
ン
ネ
ル
輸
出
で
衆
院
商
工
委
で
追
及
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
社
は
不
法
の
限
り
を
つ
く
し
、

悪
質
極
ま
る
も
の
で
あ
る
。 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ロ
ー
ラ
ン
氏
東
京
都
港
区
狸
穴
東
急
ア
パ
ー
ト
、

一

九

一

六

年
生
ま
れ
。
現
在
岸
和
田
市
内

八 

 



 

 

九 

（
株
）
パ
リ
ス
事
務
所
で
田
中
傭
喜
氏
の
下
に
お
い
て
（
株
）
ヨ
ー
キ
フ
ラ
ン
セ
の
役
員
。
蘇
来
正
氏
が
五
十
六
年 

十
一
月
、
Ｎ
・
Ｃ
で
ロ
ー
ラ
ン
氏
と
会
い
通
訳
と
し
て
雇
う
。
五
十
入
年
六
月
、
Ｎ
・
Ｃ
で
の
合
弁
会
社
株
主

総
会
に
山
源
代
表
と
し
て
偽
造
委
任
状
を
作
成
し
て
出
席
。
同
年
十
月
山
源
の
偽
造
委
任
状
で
合
弁
会
社
の
株

主
総
会
・
役
員
会
に
出
席
。
山
源
に
不
利
な
議
案
を
承
認
す
る
。 


